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2丁目町内会長・牛島
回覧板による情報伝達法の改善について（提案）
　協議会の情報伝達は主に回覧板を用いている。回覧物は各町内の必要部数が用意されて各町内のロッカーに置かれる。これを町内に持ち帰り、各町内ごとに多少の違いはあると思われるが、隣組ごとに回覧される。回覧板は順に回されるので回る順が後になれば情報を受け取るのも遅くなる。従って、回覧板を受けとった人はなるべく早く次に回さなければというプレッシャーを感じる。回覧板を見た人は必要事項を確認して(場合によっては無視して)次に回してしまうと言うのが現状ではないか。
　回覧板に掲載されている各種情報は家族によって関心度合いが異なる。回覧板を見てすぐに次に回した人にとって関心のない情報であっても、別の家族にとっては重要な関心事であると言うこともある。後者には情報が伝わらないままになる。
　これに対する改善策を提案する。
１．回覧資料を各町内に配布する際に「回覧必要部数＋掲示用部数（２～３部）」を配布する。
　各町内は、必要部数を回覧に回し、掲示用は公民館ほか町内の掲示板に張り出す。町内ごとにコピーをすればよいとの意見もあるかもしれないが、2丁目町内会はコピー機を有していない。予め掲示用必要部数を追加しておいてほしい。わざわざコミセンまでコピーしに行くのは大変である。
２．協議会や協議会各部会から発信する回覧資料（県や警察などからの印刷物は除く）を日の里コミュニティのホームページに必ず掲載する。ホームページを閲覧できる人にとってはこれがもっとも有用である。
　また、掲載された回覧資料は消さないでホームページに蓄積し過去にさかのぼることができるようにする。そうすれば回覧資料を時系列的にたどることができるので、新年度の役員にとって年間の行事等の見通しを得る資料になる。
